
「にしなり我が町」は西成区ホームページや広報紙配信アプリ「マチイロ」でもご覧いただけます。
また区内公共施設、各郵便局、区内OsakaMetro各駅、南海天下茶屋駅に配架しています。

にしなりクラシック～オペラの音楽でめぐる世界旅行～

◦もと津守小学校・
　幼稚園
◦出張開催（丸数字）
　（もと今宮小学校）
◦出張開催（四角数字）
　（萩小の森）
　詳細は、にしなりジャガピーパークのホー
ムページなどでお知らせします。
問合せ 保健福祉課 （子育て支援）

　　　　5階 番窓口52
　　　　☎6659-9824

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、イベント等が中止・延期になる場合があります。
詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページをご確認ください。

22月のイベントカレンダー月のイベントカレンダー
日 曜日 内容 掲載面

1日 火 BCG予防接種 3面
2日 水
3日 木
4日 金 法律相談 3面
5日 土

6日 日 大腸がん検診、肺がん検診、
特定健康診査 3面

7日 月 生涯学習フェスティバルin
区民ギャラリー（～18日） 3面

8日 火 移動図書館まちかど号巡回
日（北津守小） 4面

9日 水

10日 木
行政相談 3面
ひったくり防止カバー無料
取付キャンペーン 1月号

11日 金・祝
12日 土
13日 日
14日 月
15日 火 法律相談 3面

16日 水
総合がん検診

3面特定健康診査
「離婚・養育費」に関する相談

17日 木 移動図書館まちかど号巡回
日（南津守小） 4面

18日 金 不動産相談 3面
19日 土
20日 日
21日 月

22日 火

フードドライブ
2面

食育展（～3/1）
手づくりあそび

（子ども・子育てプラザ） 4面

23日 水・祝

24日 木 手づくりあそび（子ども・子
育てプラザ ～25日） 4面

25日 金
26日 土

27日 日

日曜開庁 1面
日曜法律相談 3面
卓球教室・けん玉教室

（子ども・子育てプラザ） 4面

28日 月
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　令和４年の年明けに際して、区役所と区民センターの玄関に門松を飾りました。コロ
ナ禍に翻弄されたこの２年間から気分一新の意味もありますが、成人の日記念のつど
い開催を巡って翻弄された昨年の新成人の門出を何としても祝いたかったのです。
　竹や松の切り出しから、笹や南天、葉牡丹などの飾りの入手、専用の桶に差し込んでの飾りつけなどを、区内
はもちろん区外、市外の多くのみなさまのご協力を頂き、実に立派な門松が完成しました。
　どうか青竹のようにまっすぐに、青松のようにしっかりと地に根を張り、実社会の風雪に耐え成長してほし
いと思います。
　区政、区長へのご意見、ご要望をお寄せください。3営業日以内のご返事をめざ
しています。 → nishinarikucho@gmail.com

　大阪フィルハーモニー交響楽団による恒例のオー
ケストラコンサートをお楽しみください。
対　象 小学生以上（未就学児入場不可）
日　時 3月12日（土） 14：00開演
場　所 大阪フィルハーモニー会館（岸里1-1-44）
（注）�大阪フィルハーモニー会館にはエレベーターが

設置されていません。車いすなどの支援が必要な
方は申込み時にお知らせください。

入場料 一般2,000円、高校生以下1,000円（全席指定）
販売期間
　2月８日（火）～３月11日（金）
　（予定枚数に達し次第終了。残席ある場合は当日券を販売）
チケット購入先
　大阪フィル・チケットセンター�☎6656-4890
　（平日10：00～18：00、土曜日10：00～13：00）
問合せ

　大阪フィル・チケットセンター�☎6656-4890
　経済戦略局文化部文化課�☎6469-5176

区長の部屋 新成人の門出を祝う門松づくり

今月のテーマは「多文化共生に関すること」です

「ソフトパワーで
他国の理解を深めましょう」

李 洙任さん（龍谷大学名誉教授）
リー スーイム

　皆さんは「ソフトパワー」という言葉を聞いたことがありますか？ソフトパワーとは、ハーバード大学の
ジョセフ・S・ナイ教授が提唱された概念で、その国が持つ価値観や文化の魅力で他国を魅了することによっ
て理解や支持、そして共感を得る力を指します。「ソフト」に対する言葉は「ハード」ですが、ハードパワーとは、
軍事力や経済力を指し、国力はどうしてもその2つの指標で計られがちです。しかし、ソーシャルメディアの
普及により、市民力を強める意味でもソフトパワーの重要性は増しています。
　平和な時代には市民交流が活発になり、他国の文化に直接触れることができるので、文化力に魅了され、そ
の国に対してポジティブな印象を持つことができます。コロナ禍前は、韓国や中国から年間約1,500万人もの
市民が日本を訪問していました。日本のビザ発給が緩和されたのも理由の一つですが、多くの人が日本を訪れ
たことから、隣国の人たちは日本を全面否定しているのではないことがわかります。歴史観の対立という現実
の壁にぶつかり、今なおその思想にとどまりがちな東アジア地域ですが、市民は活発に往来していたのです。
そのような市民の力がソフトパワーとなって、国境を越境した、人々のつながりを可能にし、外交力だけでは
なかなかできない平和活動となっています。残念ながらコロナ禍の影響でこの活発な往来は途絶えています。
ところがコロナ禍であってもソフトパワーは弱まりませんでした。
　お隣の国である韓国の文化的な存在感は世界を席巻するようになりました。今やK-POPは世界的にも認知
され、また、映画「パラサイト�半地下の家族」は第92回アカデミー賞で4冠に輝きました。この映画は、韓国の
経済格差という深刻な社会問題をテーマにした作品です。ポン・ジュノ監督は、今村昌平監督、木下惠介監督ら
日本の優れた映画監督たちの大ファンですので、若き頃に、日本映画から刺激を受け、社会問題に鋭い目を向
ける力を養ったことが想像できます。それもソフトパワーなのです。
　冷戦構造がなくなり、世界は新秩序に入ったといわれます。特に中国の台頭で東アジア地域の力関係が大き
く変化しつつあります。しかし、軍事力や経済力で国家間の競争をあおるのではなく、互いのソフトパワーに
よりその国を理解することで平和を維持できるかもしれません。文化大革命の後、中国で最初に公開された外
国映画である『君よ憤怒の河を渉れ』は約10億人の中国人が鑑賞し、主演の高倉健さんは中国で大変尊敬され
る日本人の一人になりました。高倉健さんが亡くなった時、中国の人たちはその死を悼み、中国政府からも弔
意が送られました。東アジア地域の緊張度は高まる一方ですが、このように映画から歴史を多元的に理解する
ことで、自分ながらの歴史観を持つこともできると思います。
　最後に、アメリカでは日本食ブームが高まり、今や「えだまめ」や「すし」は知らない人がいないくらいになり
ました。「ラーメン」は大人気で、徐々に「うどん」の人気も高まっています。その理由は、日本人の寿命が世界で
トップレベルであることから、日本食イコール健康食と理解されているからです。
　皆さんも映画や音楽、料理など、身近なところから、その国のソフトパワーを通して、他国への理解を深めて
みませんか。そしてお友達やご家族の共通の話題の一つに加えると東アジア地域を含めた世界中の平和の維
持に貢献できるかもしれません。
問合せ 市民協働課�7階 番窓口73 �☎6659-9734
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西成区長西成区長　　臣臣
とみながとみなが

永永  正正
まさひろまさひろ

廣廣

プログラム
指揮　辻 博之
管弦楽　大阪フィルハーモニー交響楽団
曲目
　J.シュトラウスⅡ世／喜歌劇「こうもり」
序曲
　ボロディン／歌劇「イーゴリ公」より

“だったん人の踊り”
　ビゼー／歌劇「カルメン」第1・第2組曲
セレクション　ほか
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